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はじめに

　我が国の公立図書館において，成人へのサービス

は，今やビジネス支援など課題解決のためのサービ

スが主流となっている．地域活性化やまちづくりの

ための文化政策として，個々の学びや生涯学習とし

て日常生活の課題を解決するための手段として，図

書館が人々に役立つサービスを提供するよう求めら

れていることが背景にある．また，図書館側も，地

方財政の悪化や行政改革がすすむ中で，生き残りを

かけて，能動的にサービスを打ち出す戦略として，

問題解決のサービスに重点をおいているようだ．

　一方で，図書館の基礎基本である本の提供や読書

に対する支援については，貸出主義が謳歌した時代

を経て強調されつつも，サービスとして十分に進化

をとげてきたかといえば疑問が残る．学校図書館に

おいての読書指導は，読書へのアニマシオンをはじ

め，リテラチャーサークル，ブッククラブなど国語

教育と関連してさまざまに展開をみせているが，成

人への支援は各館の実践に任せられているのが実情

である．本来，読書とは私的で密やかな営みかもし

れないが，インターネットを通じて玉石混淆の情報

の渦に投げ出された人々にとって，信頼のおける水

先案内人が必要ではないだろうか．

　北 米 に お い て は，21 世 紀 に 入 り，Amazon や

Google などで電子書籍が手軽に入手し，誰もが気

軽に読書をすることができるようになるにつれて，

図書館が行う読書支援への関心が再び高まってきて

いる．Readers’ advisory service について，相次い

で書籍が出版されているのも，そうした傾向を表し

ている．しかし，ディレブコ（Dilevko, J.）とマゴ

ワ ン（Magowan, C. F. C.） に よ れ ば， 現 在 の

Readers’ advisory service は，市場主義的で，娯楽

志向をさらに強化させる営みとなっているようだ．

彼らは，現在の支援のあり方に疑問を呈する形で，

Readers’ advisory service の歴史を外観し，今後の

サービスのあり方を考察している1）．

　そこで，ディレブコとマゴワンをはじめとする

21 世紀の研究動向を踏まえ，Readers’ advisory 

service について考察する必要がある．そのことに

よって，公立図書館での読書支援を再度振り返り，

今後のサービスのあり方を検討する手立てが得られ

ると考える．

　Readers’ advisory service について論じたのは，

下村の２編の論文2），そして，教育的サービスの発

達の中で紹介している常盤の論文3）がある．また，

吉田の著作4）も公共図書館論の中で触れている．い

ずれも，20 世紀末から 21 世紀にかけての動向は踏

まえておらず，とくにディレブコとマゴワンが問題
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視する 1960 年代以降のサービスの変質について論

じていない．そのため，現在および今後の動向を踏

まえて，サービスの歴史を再検討する視点が必要で

ある．ただし，ディレブコとマゴワンが論じ，批判

する視点は，Readers’ advisory service や図書館を

とりまく，本や読書についての思想にまで及んでい

るため，丁寧に検証し吟味する必要がある．

　本稿では，今後研究を進めていくために，まずディ

レ ブ コ と マ ゴ ワ ン の 著 書 を 手 掛 か り に し て，

Readers’ advisory service の歴史，なかでもサービ

スが形成された時期を検討する．そもそも Readers’ 

advisory service とはどのようなサービスであった

のか，初期の段階ではどのような議論がなされたの

かを振り返り，今日のサービスをみる視点を整理し

ていく．

　なお，Readers’ advisory service の訳語は，常盤

の「読書指導サービス」，下村や吉田の「読書相談」，

あるいは，「読書案内」などがある．下村によれば，

単なる資料案内だけでなく，「何らかの形での読書

要求を前提とする意味で，明確な対象に対して行わ

れる読書援助を表す」5）ため，「読書相談」が訳語と

して採用されている．しかし，そうしたサービスの

内実も変容しているようだ．ここでは，サービスそ

のものを振り返るために，あえて訳語をあてず，原

語を用いたい．

１．Readers’ advisory service の萌芽

　Readers’ advisory service の発達を見る際に，

ディレブコとマゴワンは，他の論者とは異なる時代

区分を用いている．例えば，クロウリー（Crowley, 

B.）は，1876 年から 1920 年をサービスの創造期，

1920 年から 1940 年をノンフィクションが認められ

た時期，1940 年から 1984 年を成人サービスの中で

サービスが身失われた時期，1984 年から 2005 年を

サービスの再興時期ととらえている．しかし，ディ

レブコとマゴワンは，第二次世界大戦以前と以後に

区分する見方や，クロウリーのようにサービスが不

死鳥のように再生したという見方をとらず，1963

年から 2005 年までを一連の時期だととらえている．

彼 ら に よ る と，1980 年 以 降 の Readers’ advisory 

service は，商品化された使い捨ての娯楽のように

読書を提供し，サービスの本質を見失いつつあると

いう．その特徴は，1963 年から，新左翼の運動と

イデオロギーの影響を受け，徐々に形成されてきた．

そのため，ディレブコとマゴワンの時期区分は，

1870 年から 1916 年をサービスの形成期，1917 年か

ら 1962 年を成人教育への傾倒期，1963 年から 2005

年を娯楽への移行期，となる6）．

　クロウリーのように，Readers’ advisory service

は第二次大戦後に消失し，再び興隆したととらえる

のか，ディレブコとマゴワンのように，第二次大戦

後もグレートブックス運動など成人教育的な試みが

展開され，むしろ 1960 年代以降に，性質を変えた

サービスが展開されるようになったととらえるの

か，については議論の余地がある．しかし，19 世

紀後半から 20 世紀初頭にかけて，サービスが形成

されたという見方は両者とも共通している．1870

年代に読者を支援しようという考えが生まれ，以後，

本質的で哲学的な議論がなされたのである．

　クロウリーが 1876 年を一つの起点ととらえてい

るのは，この年にグリーン（Green, S. S.）の人的

援助についての思想が発表されたからである7）．グ

リーンは，「何かを調べるために図書館を利用する

人は，多くの援助を必要とする」8）と指摘した．す

なわち，部屋を装飾しようと依頼され見本を探しに

きた画家，テーブルを作りたい職人，スエズ運河の

歴史を調べたい学生，雷から家を守りたい市民，取

引等の統計が知りたい実業家などを例に挙げ，それ

ぞれに利用者が読みたい本を提供したり，目録の使

用方法を提示したりする図書館員の姿を論文の前半

を割いて詳細に描き出している．グリーンのいう援

助は，これだけに留まらない．保養のためにインド

に渡航しようと考えている若者が，航海中に読む本

のリストを求める姿や，読書コースについて相談を

受けることがある様も描き出している9）．
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　こうした援助にとって重要なのは，利用者と図書

館員が自由に交流できる関係を築くことであった．

グリーンは，読者の信頼と尊敬をえることが必要で

あると指摘し，図書館員に必要な資質として，礼儀

正しさ，思いやり，快活さ，忍耐力，熱意，誠実さ，

民主的精神，博愛主義などを挙げている10）．

　彼がこのように図書館員と利用者の関係を重視し

たのは，図書館員との交流によって，読者は，自身

の能力と啓発の度合いに見合った健全な図書を選

び，借り出すことができると考えたからである11）．

グリーンの主張は，図書館に備える図書を選択し，

コレクションを形成することだけで事足れりとする

のではなく，その図書を手渡しする際に，あるいは

図書を差し出す前に，利用者との相互交流が重要で

あることを明確に強調した点で意義深いものであっ

た．

　また，グリーンの主張で見逃せないのは，フィク

ションによって，まずは人びとに読書習慣を身につ

けさせ，そうして，彼らを健全な図書へと導いてい

こうという考えである．グリーンにとっては，たと

えセンセーショナルなフィクションであっても，利

用者の心を捉えるためには必要であり，図書館員は

その誤用を避けるために，目録などのツールを用い

たり，また直接利用者に助言を与えたりすべきで

あった．グリーンは，図書館員の援助によって，人

びとの性癖を改めさせる効果を期待していたのであ

る．

　そこには，「読者がセンセーショナルな図書ばか

りを読み，彼らの好みが図書の選び方の面で向上し

ていかなくとも，読書を愛する心でもって成長をと

げることは可能である」12）という，楽観的な信念が

あった．さらに，最終的には健全な良書を読ませる

べきだという，教育的な使命感もあった．

　ボストンパブリックライブラリーのウィンザー

（Winsor, J.）も，グリーンと同時期に，利用者へ

の支援の重要性を指摘しているが，彼もまた，図書

館員の責務は読書の趣味を向上させることであると

強調する13）．その根底には，図書館が住民の税金に

よって成り立つ機関であるため，社会的な責務を果

たし，利用者の教育に資するサービスを行う必要が

ある，という論理があった．ウィンザーによれば，

Readers’ advisory service は，ある継続した基準で

もって，読者の趣味を向上させるように支援するこ

とであった．そのため，読書支援の担当者は，読者

がすでに借りているフィクションや推薦すべきノン

フィクションについての知識が必要となる．ウィン

ザーは，利用者がこれまで何を読んできたかを図書

館員が知ることによって，さらに知的に向上させる

ために，より良い本の提案を行うサービスが展開で

きると考えたのである14）．

　読書の内実について，フォスター（Foster, W. E.）

は，無目的で無意図的な読書と，目的のある知的な

読書の２種類の異なる読書があると指摘する15）．無

目的な読書は，読者自身にも多少の責任があるとは

いえ，保護者や教師，図書館員が，読者の生活に密

接に関わり，観察する習慣がなかったり，読者を受

容することに失敗したりすることに起因していると

ウィンザーは指摘する．読者自身が自らの力でよい

本に出会うことはまれであり，そのため，良書は図

書館の棚に読まれないまま放置されてしまってい

る．そこで，Readers’ advisory service の担当者の

手によって，読者の好みを変え，すばらしい良書が

持つ力を最大限発揮させることが求められるのであ

る16）．

　フォスターは，本と読者をむすびつける手立てと

して，様々なトピックのリストやチラシを作ること

を提案している．例えば，ボストンのパブリックラ

イブラリーが作成した歴史や伝記，旅行の目録は注

釈つきのリストの成功例として成功している．その

成果は，翌年，フィクションの利用が全体の 74%

から 64% に落ち込んだのに対し，目録の図書は４

倍以上の利用があったという．リストによって，利

用者に借りられることなく，棚に置かれて忘れ去ら

れていた図書にリクエストが集まることになったの

である．こうした教育的なリストの作成には，時間

や負担が大きいが，利用者はリストの順番に従って，
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最初の段階よりも少しずつ上の段階の読書へと向上

させていくことができる．セントルイスのパブリッ

クライブラリーでは，クランデン（Crunden, F. M.）

が，さらに一歩進めて，著名な地域の専門家に聞き，

６つのテーマのリストを作成している17）．

　また，フォスターは，メモや質問の場所を作るべ

きだと提案している18）．これは，のちの電子的なディ

スカッションリストにも通じるもので，ある読者が

挙げた質問に対して誰か別の人が回答例を載せるこ

とによって成り立つものである．グリーンが述べて

いるように，講義や授業などとリストを関連させる

ことも同様に効果的であった．また，Readers’ 

advisory service に役立つ図書の展示も行われてい

る．

　19 世紀末のパブリックライブラリーは，こうし

て，利用者１人につき，一度に１冊だけの本の貸し

出しを行う際に，その１冊の本を選択することが重

要な問題として議論されることになったのである．

各館が試行錯誤して，様々な試みを開発し，その過

程の中で，手法や思想をめぐり様々な議論がなされ

ることになった．そこで論じられた意見や主張は，

現在にも通じる重要な示唆を与えるものである．

２．Readers’ advisory service をめぐる議論

　Readers’ advisory service は，グリーンが指摘す

るように，サービスの担当者と利用者の関係が重要

になる．そこで課題となるのが，読書について助言

を与える図書館員の資質である．また，読者へ本を

進める際に，どのような関わり方をするのかという

点も重要なポイントとなった．

　辞書体目録で著名なカッター（Cutter, C. A.）は，

図書館員と利用者の関係を指摘し，それはあたかも

聖職者の奉仕のようにとらえている．それぞれの利

用者は，本質的に自己をよりよいものにしたいとい

う傾向を持つため，その傾向を尊重し，図書館員は

穏やかで慎み深い援助を行うことが重要となる．そ

のため，このようなサービスには，押し付けるよう

な態度ではなく，共感が必要であった．また，利用

者は皆同じではないので，それぞれ異なるニーズ，

能力，パーソナリティに即して，適切な提案や推薦

を行えるように調整しなければならない．このこと

を理解せず失敗に陥ることが多いため，サービスの

担当者は，人々が読む本と実際に読者が読んでいる

本を区別する必要があるという19）．

　読者は，自分よりも少し上のものを読みたいと望

むので，サービスを担当する図書館員は，利用者が

嫌がるようなものを押し付けないように，彼らの

パーソナリティや個性についての洞察力が求められ

る．そして，ペック（Peck, A. L.）が指摘するよう

に，利用者が自ら図書館員による案内を望むような

信頼を獲得する必要があった20）．

　例えば，アルジャー21）の本が好きな少年に対して，

「アルジャーの本の何が好きか自分に聞いてごらん」

と促すと，アルジャーが描く少年像や成功談が読み

たいという回答が得られる．物語の中の少年のよう

に自分も成功したいという夢を抱くのか，あるいは，

一般的な男子生徒の物語や冒険談のことを読みたい

のか，ということがわかり，その少年が読みたい本

のテーマが明確になっていく．そうすることによっ

て，同じようなテーマが描かれた「よりよい」本を

薦めることができるのである．

　それぞれの読者によって読みたいと思う理由は異

なるため，幅広い選択肢から，微妙に違った提案を

する必要がある．そのため，図書館員は数多くの本

に内在する数多くのテーマについて，幅広い知識が

なければならない．もし，その利用者があまり読み

たくない本を薦めた場合，利用者と図書館員の信頼

関係を築くことは難しくなる．幅広く読書をしてい

る図書館員は，利用者の好みのテーマと他のよりよ

い本とを容易に結びつけることができるし，多様な

選択肢を提供することができるのである22）．

　さらに，カッターは，サービスの担当者個人の情

熱だけではサービスはうまくいかない，ということ

も指摘している．図書館の管理者や政治家たちなど，

図書館に関連する人々が，サービスの効果を認める
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よう変化する必要があった．多くの政治家は図書館

の貸出率に関心があるようだが，Readers’ advisory 

service の目的は貸出率を増やすことではない．図書

館の利用者が読む本の質を向上させることであった．

そのため，図書館の蔵書の質を向上させる政策が重

要であり，貸出率が停滞し，あるいは減少しようとも，

それを無視することも時には必要となった 23）．

　初期の Readers’ advisory service は，図書館は

地域社会のために社会的責任を果たす必要があり，

読者の知的向上や成長のために責任をもつものだと

いう熱意に支えられていた．しかし，読者自身が自

分の読書の趣味を向上させていくという楽観的な信

念から，まずフィクションを差し出して図書館や読

書に興味をもたせ，習慣を身に着ける必要があると

いう論者と，フィクションは人々を誤った方向に導

く危険があるとして排除し，良書を与えなければな

らないという論者とにわかれていた．グリーンや

ウィンザーは前者の立場であり，後者の立場をとる

筆頭がフレンズ教会図書館長カイト（Kite, W.）で

ある24）．

　カイトにとって，読書の真の意義は，図書から得

られる正確な事実情報であり，そのため図書館員は

市民の生活を高める正しい知識を提供することが必

要であった．ところが，フィクションは非現実的な

作り話に過ぎず，これから得られるものは，情報で

はなく娯楽であった．フィクションには何ら教育的

効果は期待しえないどころか，人々を誤った方向に

導く危険性があったのである25）．

　カイトは「自分の欲望を満たすに足る十分な生活

の糧を得るための，まじめな労働の場面」26）である

べき女工たちの毎日の生活が，フィクションの夢物

語で攪乱されることを恐れた．男の子達も，フィク

ションに耽溺すれば，「生活の厳しい任務に適応し

えなくなって」，「忍耐づよい勤勉」よりも，見知ら

ぬ国や未開のフロンティアでの冒険にあこがれるで

あろう27）．カイトにとってみれば，フィクションは，

「勤勉」という美徳を崩壊せしめる危険性を有して

いたのである．

　また，十進分類法で有名なデューイ（Dewey, M.）

も，「私 た ち は 他 者 の 読 書 を 統 制（control the 

reading for others）するよう努めなければならな

い」28）と考え，良い影響を与える良書を読ませ，悪

い影響を与える悪書を排除する必要があると主張す

る．このように人々の読書活動に影響を与える図書

館員は，デューイにとって，聖職や教職と並ぶ重要

な立場にあった．彼によれば，図書館員は，技術や

知識を動員して利用者を助け，民衆の人生をより高

い豊かなものに導くよう努めなければならなかっ

た．教師は生徒，牧師は教会員に影響力を行使する

が，図書館員は地域住民全体を対象とする点で，影

響力も大きい．デューイは，図書館員の本質をこの

「民衆を高める奉仕」29）にもとめ，その仕事にたず

さわる基本的精神を重視したのである．

　初期の Readers’ advisory service をめぐって，

サービスにたずさわる図書館員の資質や読者へのか

かわり方，さらに，どのような本をすすめるのか，

という点が論じられた．また，実践を通じて培われ

た様々な事例や手立てについても論じられている．

それらの論調をみると，フィクションをめぐって論

争がなされたとはいえ，図書館が社会的に大きな使

命をもち，人々の読書をより質の高いものへ導いて

いこうという教養主義的な風潮が根底にあったとい

えるだろう．

３．Readers’ advisory service の問題

　ディレブコとマゴワンによると，教養主義的な

Readers’ advisory service は，時代を経て，質的に

変化していく．以下，その過程を概観し，今後サー

ビスの分析を進めるうえで，重要な視点や問題を整

理していきたい．

　1920 年代になると，第一次世界大戦中の図書館

サービスプログラムによって読書支援の有効性が認

められたことにより，各地で読書コースやリストの

提供が行われるようになっていく．それらは，図書

館における専門職の増加や大恐慌による失業状態と
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余暇の増加，成人の読書に関する系統的な研究が開

始されたことにより，図書館の主要なサービスとし

て普及していく．1924 年になると，アメリカ図書

館協会に図書館成人教育委員会が設置されるが，そ

の 図 書 館 成 人 教 育 の 中 核 を 担 う の が Readers’ 

advisory service であった．19 世紀後半の試みは，

成人教育活動として結実していったのである．

　しかし，この教育的な意味合いは，1960 年代に

なると，パブリックライブラリーに，ベストセラー

本や著名人の書いた本，受賞本などが激増し，「望

むものを与えよ」運動が展開されるなかで，変質し

ていくとディレブコとマゴワンは主張する30）．彼ら

によると，新左翼が唱えた文化的異議のレトリック

を用いて，図書館はこぞって大衆文化に門戸を開き，

消費者の要求が最優先事項であるという論理に従っ

ていく．この風潮は，次第に個人的な意味づけを強

調する理論が重んじられることによって正当化さ

れ，「自由な読書」とは「商品化された娯楽」と同

義語として扱われるようになった．そのため，1980

年以降に Readers’ advisory service への注目が高

まったことを「復活」や「復興」と評する研究者に

対し，ディレブコとマゴワンは，進路を見失ってい

ると厳しく批判するのである31）．

　そして近年に近づくにつれて，書店や出版社は

様々な戦略で本を売り出し，様々な次元の販売促進

キャンペーンによって，本やシリーズ，著者はブラ

ンド化し，使いすての娯楽となっていく．それらの

多様な戦略で本を売り出そうという市場の原理に

よって，人々は読書という「娯楽」を求めて図書館

を訪れる．このような風潮の中で，図書館が，人々

の要求にただ単に対応するだけ，すなわち「望んだ

ものを与える」だけでは，無自覚で，無意識的に，

資本主義を強調し，娯楽主義を追従することに陥っ

てしまうのである32）．

　このように批判するディレブコとマゴワンの議論

は，より慎重に見ていく必要がある．そもそも図書

館が，教育的で社会的に意義のある役割を担うべき

か，あるいは，人々の要求に応えていくべきか，と

いう点は，繰り返し議論されてきた話題であるが，

21 世紀の図書館を取り巻く状況を踏まえて再度検

証すべき事柄である．教養主義的な読書は現代社会

では好まれず，商業主義的な読書へと変化している

のかもしれない．人々の読書は変容しているのか，

これからの読書とはどのように考える必要があるの

か，読書論や読者論からの検討も必要である．

　また，利用者の要求をどのように把握するのか，

という議論にも注意しなければならない．利用者が

リクエストカードに記入するような本だけでなく，

図書館は，利用者にとっては未知の，しかし潜在的

に読みたいと思うニーズも掘り起こすことが肝要で

ある．そのため，地域の抱える課題や個人的な生活

課題，これまで歩んできた人生経験や将来の展望に

も目を向け，それらから生じてくる読書傾向を分析

していくことが重要になってくる．こういった読書

要求や読書傾向，潜在的な読書ニーズをいかにして

計測するかということは，出版社や書店，さらには

Amazon などのサービスが，本を購入させるための

巧妙な戦略を，様々に巡らせている中で，ますます

困難になっているのではないだろうか．ディレブコ

とマゴワンによれば，図書館自身もまた知らず知ら

ずのうちに市場原理に陥っているのである．

　最近注目を集めている武雄市図書館は，蔦屋書店

の経営で有名な企画会社 CCC が指定管理者となっ

て，2013 年４月に新しく開館した33）．スターバッ

クスが館内にある図書館として観光名所になってい

るが，館内の配置だけでなく，システムの面でも書

店と図書館の融合がみられる．働いている人も，図

書館員としての側面と書店員の側面の両方を併せ持

つようだ．一見すると，先駆的で優れた手法として

の側面が強調されるためか，今後も全国で CCC が

経営する図書館は増えていくようである34）．しかし，

一方で，無自覚に何らかの罠に陥っている危険性は

ないのだろうか．武雄市図書館が薦める本や読書は，

書店が行うサービスと何が違うのだろうか．

　21 世紀の図書館は，「地域に役立つ図書館」をめ

ざすべきだといわれる．それには，生涯学習として
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の側面がより強調されるべきかもしれない．しかし

一方で，書店に近い形で展開され，しかも利用者に

受け入れられている現状がある．そのため，今こそ

図書館がとるべきサービスの方向性を見誤らないよ

うに検証する必要があるだろう．

おわりに

　Readers’ advisory service について検証するため

に，まず成立過程の思想と論点を振り返り，さらに

現在のサービスをみる視点について，ディレブコと

マゴワンの論の一端を整理した．北米では，1980

年代以降，Readers’ advisory service に注目が集ま

り，2000 年代にもいくつかの著作が出版されてい

る35）．この背景には，情報技術の発達や社会の変化，

商業主義的な出版業界の動向や図書館界への要求，

Amazon などのサービスの台頭などいくつもの要

因が重なりあっている．こうした中で「進路を見失っ

ている」Readers’ advisory service，あるいは図書

館は，今後どのような方向をめざすべきか，ディレ

ブコとマゴワンの主張は示唆に富む．しかし，一方

で，彼らが批判するサービスの中にも，検討すべき

課題はあるし，とりわけ，娯楽的な要素が強調され

始めたのであれば，なぜ教育的な特徴が失われたの

か，という視点から再度検討する必要がありそうだ．

それは成人教育の変化と相まって，図書館の成人

サービスを変化させたのかもしれない．

　今後の研究課題として，第一に，2000 年代に出

版された Readers’ advisory service の著作を比較

検討し，ディレブコとマゴワンの議論を詳細に分析

すること，そのうえで Readers’ advisory service

の現状をみる視点を整理することがあげられる．そ

れは，今後の図書館のあり方をみる視点にもつな

がっていくだろう．そして，第二に，1920 年代以

降の成人教育としての Readers’ advisory service

と，1960 年 代 以 降 の 娯 楽 主 義 的 な Readers’ 

advisory service を検証することで，図書館成人教

育がどのように変化したのか，を分析したい．その

ことによって，図書館が社会教育機関としてどのよ

うにあるべきかという観点が得られると同時に，図

書館という環境での成人教育や読書を通じての成人

教育の可能性についても示唆が得られるだろう．
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